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社会（Social）

従業員指標
2021年 2022年 2023年

男性 女性 未回答 男性 女性 未回答 男性 女性 未回答

新卒採用のジェンダー比率※1 80.0% 20.0% - 42.9% 57.1% - 71.4% 28.6% -

中途採用のジェンダー比率※1 53.5% 44.4% 2.1% 58.6% 41.4% - 59.2% 40.5% 0.3%

従業員のジェンダー比率※1 59.2% 40.8% - 56.5% 43.5% - 54.9% 44.9% 0.2%

管理職のジェンダー比率※1 ※2 79.6% 20.4% - 74.1% 25.9% - 72.9% 27.1% -

執行役員のジェンダー比率※1 88.0% 12.0% - 85.3% 14.7% - 79.5% 20.5% -

取締役のジェンダー比率※3 94.7% 5.3% - 87.5% 12.5% - 87.5% 12.5% -

育児休業取得率※4 31.6% 100% - 26.1% 100% - 47.1% 100% -

育児休業の平均取得日数※5 55.7 289.4 - 41.8 299.9 - 114.9 263.1 -

育児休業からの復帰率 100% 100% - 100% 100% - 100% 100% -

フレックスタイム・ 
リモートワーク実施率

100% 100% 100%

Diversability雇用率※6 
（障がい者の法定雇用率）

2名 7名 10名

平均年収（想定年収）※7 7,971,000 8,567,680 6,784,024 - 8,676,266 7,003,697 -

※1 各年1月1日時点のデータ。性別は入社時に人事システムに登録しているデータを参照
※2 管理職とはチームリーダ以上

※3 各年1月1日時点のデータ。ただし、2023年は7月1日時点のデータ
※4 各年に育児休暇を開始した国内法人社員が対象

※5 育児休暇中の場合、終了予定日で算出

※6  Diversability（ダイバースアビリティ）とは「diverse（多様な）」＋「ability（能力）」の造語。 

「障がいに対するイメージをコミュニティーの力によって再構築していく」という活動をしている 

コミュニティ「Diversability」から拝借している

※7 平均年収（想定年収）は、各年12月時点における国内法人在籍の正社員・契約社員の想定年収
※8  ユーザベースの企業ページ（OpenWork Inc.）を参照（2022年4月、2023年7月時点） 

www.vorkers.com/company.php?m_id=a0C1000000Y0jZX  

※9  各年直近の「Qualtrics」従業員サーベイにおける肯定的回答割合

※10  各年の時間外労働時間集計（所定労働時間超を集計、法定休日は含まず）。各年12月時点の在籍国
内社員が対象

※11  各年12月時点の在籍国内社員で、2022年中に有給付与がされている者が対象。育休等で通年で休
職している社員は対象外

エンゲージメント指標 2022年 2023年

社員による会社評価※8

（）内の数字はインターネット業界平均値

4.47
上位 1%にランキング

（3.37）

4.40
上位 1%にランキング

（3.40）

従業員エンゲージメントスコア※9 84% 86%

ワークライフバランス指数 2022年 2023年

平均残業時間※10 13:37 18:19

有給休暇取得率※11 56.1% 57.0%

対象：ユーザベースグループ
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※ 研修回数は全社一斉研修の回数であり、入社時に受講する研修においては除外

※ 対象は東京本社オフィスのみ 

（2021年1月〜12月と2022年1月〜6月：TRI-SEVEN ROPPONGIの3Fと13F、2022年7月〜12月：三菱ビルの1Fと2F）

※SCOPE 1 はオフィスにおけるガス直接使用にかかる二酸化炭素排出量

※SCOPE 2はオフィスにおける電気使用にかかる二酸化炭素排出量

※CO2排出係数は2022年度の東京都環境確保条例の排出係数0.489で計算

※再生可能エネルギー使用量・率は、オフィスが入居しているビルの電気料金プランに基づいて計算

研修の受講状況 2021年 12月期 2022年 12月期

情報セキュリティ研修

研修回数 1 1

受講率 100% 100%

コンプライアンス研修

研修回数 1 1

受講率 100% 100%

CO2排出量・電力使用量・水消費量 2021年12月期 2022年12月期

SCOPE1 （kg-CO2） 0 0

SCOPE2 （kg-CO2） 65,030 87,574

総CO2 （SCOPE1+2）  排出量 （kg-CO2） 65,030 87,574

CO2排出量原単位 （CO2排出量/売上高（億円）） 405 -

電気使用量 （kWh） 132,986 179,087

再生可能エネルギー使用量 （kWh） 3,990 131,868

再生可能エネルギー使用率 （%） 3.0 73.6

水消費量 （m3） 10 135

ガバナンス （Governance） 環境 （Environment）
対象：ユーザベースグループ
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